
   

 

 

 

令和６年４月１日より、３階病棟が認知症治療病棟となりました。 

医師による適切な診療や必要に応じた服薬管理、看護師による看護ケアを始め、 

日常生活の訓練や余暇活動を通じて身体機能や認知機能の維持に努めます。 

 

 

 

認知症は患者様本人だけの疾患ではなく家族・地域・医療機関などが関わって 

いく疾患です。まず患者様の症状にあわせた治療を心がけるとともに、ご家族の 

気持ちに寄り添いながら不安や悩みを軽減できるよう、退院後に必要な支援体制 

の整備なども行っていきます。 

 

当院の認知症治療病棟は、いわゆる昔の精神科病院とは異なり、開放的で明るい場所となってお

り患者様が落ち着いて療養していただけると考えます。また入院中、他職種でしっかりと連携をは

かっていき自宅や施設への退院を目指した支援を継続して行います。当院でできることはいろいろ

あると思いますので、ご不明なことなどあれば遠慮なくご連絡いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

４月から認知症治療病棟となり、落ち着ける環境下での日常生活の訓練やケア、 

作業療法を積極的に行い、生活レベルの維持向上に力を注いでいます。 

 

今年度の病棟目標は「温かな心で患者一人一人を尊重し、安心・安全な看護を提供する」 

を掲げています。スタッフ一人一人が自信を持ち、温かな心でケアを行い、患者様だけでなく、 

ご家族の皆さまにも満足していただけるように心がけ、日々努力しております。 

 

入院に際して不安などがありましたら、事前に連絡をいただければ病棟見学も可能ですので、 

遠慮なくお申しつけください。 

 

 

 

他にも看護助手や精神保健福祉士、心理士、作業療法士などの職種が連携して患者様の身体機能

や認知機能の維持や向上をはかり退院に向けて支援しています。 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


